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研究概要︓ユーザの視線情報を利⽤して、ユーザが興味を持っているスマート家電を操作することができる⽀援システムを提案します。
本研究のシステムでは複合現実（Mixed Reality, MR）デバイスを活⽤し、仮想空間内でユーザの視線を計測します。そして、計測さ
れた視線情報に合わせた⾳声ガイド付きスマートホームシステムのサービスを構築することによって⼈の状態に合わせたサービスの提供を
⽬指します。そのため、ユーザの興味度合いと視線との関連性に関する実験を⾏うことによって、視線に関連する案内サービスによってユ
ーザの印象がどのように変化するのかを調査しました。 

研究背景︓近年、家庭や商業施設などでロボットを利⽤したサービスが増加していま
す。これらのサービスは効率化に寄与する⼀⽅、サービスを利⽤するためにはロボットが
できることに合わせてユーザが動く必要があります。従来の⼈が提供するサービスでは、
相⼿の様⼦を⾒てその⼈に合わせたサービスを提供することができています。そのた
め，ロボットが多くの⼈にとって使いやすいサービスを提供するためには、ユーザの状態
に合わせてサービスを提供する必要があると考えました。そこで、視線の向きと⾳声によ
るサービスを⾏うことによって、⼈の状態を推測することができるか調査を⾏いました。 

研究成果︓⼈の視線と興味度合いが⼀致しているかどうかを調べ
るために、視線を計測し、分析を⾏いました。MR 空間を⽤いたス
マートホームシステムにおいて、視線情報を⽤いて⾳声による情報
案内サービスを⾏いました。この案内サービスでは、まず、視線の先
にあるものに関連する情報を提供する実験を⾏い、さらにランダム
に情報を提供する実験を⾏いました。実験の結果、視線の先に
関連する情報を提供する実験の⽅が被験者にとって好感度の⾼
いサービスであることがわかりました。

社会への影響︓本研究のポイントはデジタルツインを⽬指して、
仮想空間と現実空間の環境情報をリンクさせて実験を⾏ったとこ
ろです。本研究では、MR 空間上にあるスマートホームシステムを⽤いて視線の計測を⾏いました。このシステムの中で情報案内サービス
の内容を変化させることによって、視線の先にあるものにユーザの興味度合いが⾼くなっていることがわかりました。この結果から、視線デー
タを分析することによってユーザの潜在的な意図を推測するし、ユーザが求めるサービスを提供することに活⽤することができます。

専⾨⽤語︓ 

複合現実︓現実世界と仮想世界を複合・融合させる技術。現実の⾵景に⽴体的なデジタル映像（ホログラム）を重ね合わせること 

によって、現実世界に存在しないものを⽬の前にあるかのように映し出すことができる。英語では Mixed Reality といい MR という略称で 

呼ばれることもある。 

デジタルツイン︓インターネットに接続した機器などを活⽤して現実空間の情報を取得し、サイバー空間内に現実空間の環境を再現す 

ること。 

図 1 実験中の HoloLens 2 の様⼦ 

図 2 実験 1 と 2 の視線ヒートマップの⽐較 
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